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捕食者の接近を自動で感知して、餌が高速で逃げる装置を開発 

 
【ポイント】 
・捕食者を感知する距離、反応までの時間、速度など様々な変数を調節可能な装置を開発。 
・捕食者を感知して反応するまでの時間は最短で約 0.07秒に設定可能。 
・餌が逃げる速度は最大で平均秒速 1m以上に設定可能。 
・装置の反応時間と速度は実際の餌（小魚や昆虫）に匹敵するため、様々な実験に適用可能。 
 

【概要】 
動物行動学を専門とする長崎大学大学院水産・環境科学総合研究科の河端雄毅准教授（現：総合生産

科学研究科）らは、コンピュータビジョンを専門とする東北大学大学院情報科学研究科の橋本浩一教授
らと共同で、捕食者の接近を自動で感知して餌が逃げる装置を開発しました。この装置は、上部に設置
した USBカメラが捕食者の接近（予め設定した円への捕食者の侵入）を感知すると、モーターが作動
し餌が逃げるというものです（図 1）。 

 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 
長崎大学大学院総合生産科学研究科 准教授 河端 雄毅  
TEL：095-819-2824 E-mail：yuuki-k@nagasaki-u.ac.jp 

図 1．（A）装置の模式図 

（B、C）リアルタイムでパソコンに映し出される映像の模式図。 
捕食者が探索円（外側の黄色の円）内に入ると、その最上部 
（緑点）がリアルタイムで追跡される（B）。捕食者の最上部 
が反応円（内側の青い円）内で検出されると、糸につながれ 
た餌が動き始める（C）。 
 



【研究の背景】 
捕食者などの危険に遭遇すると、多くの動物は逃げることで、その危険を回避します。逃げきれるか食

べられるかは、速度などの運動性能に加えて、どのタイミングで逃げはじめるか、どの方向に逃げるか、
そして捕食者がどのように追跡するかといった行動特性で決まります。これらの要素を明らかにするこ
とは、どのような特性を持った生物が生き残り易いか、またどのような特性が進化してきたかなどを明ら
かにすることに繋がるため、行動学、生態学、進化生物学において重要です。 
実際の捕食者と餌生物の攻防の様子を分析することも時として有効ですが、注目したい運動性能や行

動の要素が対象とする生物の中でばらつきがなければ、その要素が実際に重要かどうかを調べることは
できません。例えば、逃げる速度が本当は重要だったとしても、その餌生物全個体の速度がほとんど同じ
だった場合、それが捕食者を回避するのに重要かどうかは検証できません。そのような時は、餌の速度を
「ゆっくり」「速い」のように操作して実際の捕食者に与えるというような操作実験が有効です。しかし、
小魚や昆虫のような餌生物は、瞬時に反応して（0.1秒以下の反応時間）、高速（秒速 1m以上）で逃げ
るため、それに匹敵する運動性能を備えた装置が必要でした。 
 
【研究成果の意義】 
開発した装置により、どのような餌生物の特性が捕食者の攻撃を回避するのに有効かを様々な捕食者

に対して分析することが可能になります。また、捕食者がどのように餌生物に反応して追跡するかといっ
た捕食者の運動性能や行動特性を調べるのにも使用できます。今回は魚を捕食者に用いて水中での実験
を想定しましたが、陸上の捕食者（トカゲ、カエルなど）を用いた実験にも応用可能です。 
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